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１．研究計画の概要 

マントルと地殻とのオスミウム(Os)同位体比
のコントラストは非常に大きいため，島弧火山
岩のOs同位体は沈み込むスラブからの物質のリ
サイクルを検証するトレーサーとして非常に有
効である。しかしながら，マグマ上昇過程での
地殻物質の同化作用によって初生マグマのOs同
位体はマスクされ，多くの場合に噴出時には初
生情報を失ってしまう。そのため，Os同位体の
島弧プロセスの解明への応用は進んでいない。 

 
２．研究の進捗状況 
現在までの成果を，対象の地域別に記す。瀬戸

内の小豆島，沖縄久米島，小笠原諸島，グアム島，
利尻島から始源的な火山岩を採取し，小豆島，久
米島，小笠原諸島，グアム島についてはクロマイ
トを分離し，利尻島についてはクロマイトを含む
カンラン石を分離して，その Re，Os 濃度，Os 同
位体のデータを得た。 
1) 小笠原諸島で採取した浜砂から分離したク

ロマイトの Os 同位体から，ボニナイトには沈み込
むスラブの Os の寄与がないこと，ボニナイトの後
に噴出した向島のソレアイトにスラブを起源とす
る Os が存在することを初めて証明し，論文を
Geology 誌に投稿した。 
2) 小笠原の火山岩自身から分離したクロマイ

トに関しても，1)と調和的な結果が得られ，現在
論文の作成中である。 

3) 利尻島のクロマイトは微小すぎて分離が困難
であったため，クロマイトを含むカンラン石を分析
し，データを得た。現在，全岩のデータと比較して，
論文を作成中である。 
4) 小豆島から採取した数 10kg の玄武岩，高 Mg

安山岩から分離したクロマイトに関して，明らかな
スラブからの寄与を示すデータを得た。現在論文作
成中である。 
5) 沖縄列島久米島のピクライトから分離した

Cr-spinel についてもスラブからの物質移動を示す
特徴が見られているが，データの解釈がまだ不十分
であり，議論を継続中である。 

最終 2011 年度は，これまでに得られたデータの論
文化を確実に進める。それに伴って必要なデータが
生じた場合には，速やかに分析に戻ってデータを取
得する。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 計画通り試料採取は行われ，分析もほぼ終了した。
例えば，1)については，沈み込むスラブ由来の Os
を初めて確実に検出し，投稿した論文が Geology 誌
に受理された。他の地域のデータについてもほとん
ど論文準備中であり，年度内の投稿を目指す。以上
のように，研究計画の進行状況は非常に順調である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

現在各地域それぞれの結果について論文化を行
っているが，それと並行して，沈み込み帯にすべ
て通用する包括的なモデルの構築を目指す。また，
今回得られた知見を基に，海洋島玄武岩，大陸で
噴出した玄武岩にも応用し，始源的なマグマの同
位体とマグマ上昇に伴う地殻の同化作用の定量化
を行う。 

 
５. 代表的な研究成果 

本研究では日本列島とその周辺の島弧火山岩か
ら，マグマの分別過程の初期に結晶化し，Osが濃
集するクロマイトを分離し，そのOs同位体を分析
することで，始源的島弧マグマのOs同位体組成を
決める。それによって，スラブ物質から島弧マグ
マに寄与する例と寄与しない例を明確にし，スラ
ブ物質の島弧マグマへのフラックスを正確に計算
し，島弧での物質循環モデルを確立する。 
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